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いない．本地でも生息する個体数はあまり多くな
いようである．

末筆ながら，本種についてのご教示を賜った今
坂正一氏と森田誠司氏にお礼申し上げる .
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【短報】ハネカクシ科3種の採集記録
柴田（1985）および柴田ほか（2013）を参考に，

ハネカクシ科の 1 追加記録 , 2 新分布記録を報告す
る .
1. オキナワデオキノコムシScaphidium okinawaense 

Hoshina & Morimoto
1ex., 沖縄県沖縄島名護市名護岳 , 27. III ～ 1. IV. 

2007, 筆者採集 .
名護岳登山口付近林内の比較的平らな所に , 3 基

の FIT と乾燥した鳩 , 犬の糞を 27. III ～ 1. IV. に設
置したところ , 多くの糞虫とともに本種が入って
いた . 翌年も , 5 月 11−17 日に同じ場所に 10 基の
FIT を同じように掛けたが追加できなかった . 図鑑
類には掲載されていない種であるが , 保科 （2006）
により同定できた . 本種は沖縄島特産で 3 頭目の
記録になる .
2. オオハネカクシCreophilus maxillosus Linnaeus

1ex., 鹿児島県徳之島天城町轟 , 21. VI. 2006, 筆者
採集 .

  分布 : 北海道 , 本州 , 伊豆八丈島 , 四国 , 九州 , 
屋久島 , 奄美大島 , 徳之島（新分布）, 沖縄島 , 伊平
屋島 , 石垣島 , 西表島 ; シベリア , 台湾 , 韓国 , 北朝
鮮 , 中国 , インド , ハワイ , ヨ－ロッパ , 北アフリカ , 
アメリカ .

道路沿いの蛇の死体にきていた .
3. キンボシマルズオオハネカクシOcypus weisei 

Harold
1ex., 鹿児島県屋久島平内 , 3. IV. 2010, 向山敬延採

集 . ; 1ex., 屋久島原 , 11. VII. 2013, 同採集 .
分布 : 北海道 , 本州 , 四国 , 九州 , 対馬 , 屋久島（新

分布）; 韓国 , 北朝鮮 , 中国 .
この 2 個体とも奈良市春日山産と比べて , 上翅の

金色紋は小さく , 黒色の胸背には金色毛がない .
いつも標本を提供してくださる向山敬延氏 , 文献

でお世話になった  今坂正一氏と杉野廣一氏にお礼
を申し上げる .
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図1−3．ハネカクシ科3種．1，名護岳産オキナワデオキノコ
ムシ；2，徳之島産オオハネカクシ；3，屋久島産キン
ボシマルズオオハネカクシ．

【短報】ナカネアメイロカミキリ隠岐諸島の記録
島根県隠岐諸島か

ら記録のあるカミキ
リムシ科甲虫は，林・
門 脇（2012） に よ れ
ば 150 種 に も 及 ぶ．
この種数から，隠岐
は本州属島のカミキ
リムシ相としては非
常に高い種多様を示
すとともに，精度高
い調査が行なわれて
きたことを伺い知る
こ と が で き る．2013
年夏に，隠岐島前で
養老孟司博士が採集
されてきたカミキリ
ムシの標本を調べた
ところ，過去に記録
のないナカネアメイ

図1．隠岐島前で採集された
ナカネアメイロカミキリ
（♀）． 
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【短報】先島諸島におけるヒラナガゴミムシ属2種
の採集記録

これまで先島諸島において，ヒラナガゴミムシ
属 Hexagonia は，チャイロヒラナガゴミムシ H. 
sauteri Dupuis, 1912，ヒトツメヒラナガゴミムシ H. 
cyclops Matsumura, 1910，ワタナベヒラナガゴミム
シ H. watanabei Morita & Toyoda, 2002 の 3 種が記録
されている．それらのうち，チャイロヒラナガゴ
ミムシおよびワタナベヒラナガゴミムシについて，
これまで分布の記録がない島から採集しているの
で，ここに報告する．なお，採集者はすべて野一
色麻人である．
1.チャイロヒラナガゴミムシHexagonia sauteri 

Dupuis, 1912
5exs., 宮古島平良 , 18. XI. 2012.
本種は沖縄本島，石垣島，西表島，与那国島に

分布し，国外では台湾に分布する（沖縄防衛局 , 
2012; 屋富祖ほか , 2002）．今回，宮古島中央部に

位置する二次林において，林縁に生育していた草
丈 1 ～ 2m 程度のアダンの葉鞘間から本種を採集し
た． 

2.ワタナベヒラナガゴミムシHexagonia watanabei 
Morita & Toyoda, 2002

2exs., 与那国島久座（くだ）, 21. XI. 2012.
本種は沖縄本島，石垣島，西表島に分布する．

成虫は湿地に生育するスゲ属の一種あるいは山
地のツルアダンの葉鞘間に生息する（Morita & 
Toyoda, 2002）．今回，与那国島中央部に位置する
河川中流の小規模な湿地（図 1）にて本種を確認し
た．湿地にはスゲ属の一種，タチアワユキセンダ
ングサなどの小型湿性草本が優占していた．本種
は草丈 50 ～ 80 cm 程度のスゲ属の一種の葉鞘間か
ら採集した． 

末筆ながら，ワタナベヒラナガゴミムシに関す
る文献をご恵贈下さった森田誠司氏に厚く御礼申
し上げる．
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図1．ワタナベヒラナガゴミムシを採集した与那国島の湿
地．

ロカミキリ Obrium nakanei Ohbayashi, 1959 を確認
することができた．隠岐 151 種目のカミキリムシ
の貴重な記録として以下に報告する．

貴重な標本を提供された養老孟司博士ならびに
隠岐諸島の甲虫類に関する文献をご教示された林
成多博士にお礼申し上げる．

検視標本：1 ♀，島根県隠岐島前焼火山，2013
年 7 月 18 日，養老孟司採集（新里達也保管）．

本種は日本固有で，北海道，奥尻島，本州，四
国および九州に分布する（新里 , 2007）．奥尻島が
唯一の島嶼の産地として知られていたが，隠岐は
それに続く 2 番目の島嶼産地となる．本種の幼虫
はハリギリ（ウコギ科）の生木樹皮内に穿孔する
ため，成虫はその樹幹部で活動する個体が見つか
ることが多いが，ときに花や灯火に飛来すること
もある．本個体は叩き網により採集されたとのこ
とだが，一般に高所生活者でかつ特異な生態の本
種が，地表付近のランダムな採集で得られたとい
う事例は珍しい．
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